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岡
山
理
科
大
学
の
活
動
報
告

モ
ン
ゴ
ル
の
若
手
教
員
招
へ
い

Ａ
Ｌ
型
理
数
教
育
の
視
察
・
体
験

モ
ン
ゴ
ル
の
若
手
教
員
９
名
（
う
ち
１
名
は
自
己

資
金
招
へ
い
者
）
が
２
０
２
４
年
６
月
12
日
〜
18
日

の
日
程
で
来
日
し
、
日
本
に
お
け
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ

ー
ニ
ン
グ
型
理
数
教
育
の
視
察
・
体
験
を
行
っ
た
。

招
へ
い
者
は
新
モ
ン
ゴ
ル
学
園
も
し
く
は
モ
ン
ゴ
ル

国
立
教
育
大
学
に
所
属
す
る
小
学
校
、
中
学
校
、
高

校
、
高
専
、
大
学
の
理
数
系
教
員
で
あ
っ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
で
は
学
習
者
中
心
主
義
の
教
育
が
推
奨

さ
れ
て
い
る
が
、
教
育
現
場
に
十
分
浸
透
し
て
い
る

と
は
言
い
難
い
。
一
方
、
日
本
で
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ

ー
ニ
ン
グ
（
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
）
に
つ

い
て
様
々
な
実
践
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
本
学
お
よ

び
関
連
校
で
も
、
科
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
Ｉ
Ｂ

（
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
）
の
探
究
的
授
業
な
ど
、
様
々

な
実
践
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
学
は
ア
ク
テ

ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
教
育
を
担
う
教
員
の
養
成
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
モ
ン
ゴ

ル
の
教
員
に
紹
介
す
る
こ
と
が
今
回
の
招
へ
い
の
目

的
で
あ
っ
た
。
招
へ
い
者
が
能
動
的
に
参
加
で
き
る

よ
う
、
招
へ
い
者
に
よ
る
科
学
イ
ベ
ン
ト
へ
の
ブ
ー

ス
出
展
な
ど
も
行
っ
た
。

本
学
は
モ
ン
ゴ
ル
を
国
際
交
流
拠
点
国
と
位
置
づ

け
て
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。
今
回
の

招
へ
い
者
が
所
属
し
て
い
る
新
モ
ン
ゴ
ル
学
園
お
よ

び
モ
ン
ゴ
ル
国
立
教
育
大
学
と
も
既
に
交
流
が
あ
り
、

私
が
共
同
研
究
者
と
と
も
に
モ
ン
ゴ
ル
を
訪
問
し
て

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
の
理
科
授
業
等
を
実
施

し
た
実
績
が
あ
っ
た
。
今
回
の
招
へ
い
は
、
モ
ン
ゴ

ル
側
か
ら
教
員
研
修
実
施
の
要
請
が
あ
り
、
実
施
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

■
具
体
的
な
活
動
内
容

〈
６
月
13
日
〉
岡
山
理
科
大
学
附
属
高
等
学
校
で
高

大
連
携
に
よ
る
双
方
向
的
理
科
授
業
を
見
学
し
、
教

頭
か
ら
高
大
連
携
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
午
後

か
ら
岡
山
理
科
大
学
に
移
動
し
、
「
理
科
教
育
法

Ⅲ
」
の
担
当
教
員
よ
り
日
本
の
理
科
の
学
習
指
導
要

領
と
本
学
で
の
理
科
教
員
養
成
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
、
授
業
見
学
を
行
っ
た
。
ま
た
、
「
Ｃ
Ｌ
Ｉ

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
417
回

＝
特
別
連
載
＝

高原	周一
（岡山理科大学
教育推進機構教授）

岡山理科大学の平野博之学長（左から６人目）と懇談後に記念撮影
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Ｌ
」
（
科
学
と
英
語
を
統
合
的
に
学
ぶ
授
業
科
目
）

を
見
学
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｉ
Ｂ
教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
担
当
教
員
と
履
修
学
生
か
ら
Ｉ
Ｂ
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。
夕
方
か
ら
は
、
本
学
学
長
と
の
懇
談
、

教
員
・
学
生
等
と
の
意
見
交
換
会
も
行
っ
た
。

〈
６
月
14
日
〉
関
連
校
で
あ
る
英
数
学
館
中
・
高
等

学
校
（
広
島
県
福
山
市
）
で
理
科
お
よ
び
数
学
の
Ｉ

Ｂ
授
業
等
を
見
学
す
る
と
と
も
に
、
教
頭
と
の
意
見

交
換
、
生
徒
と
の
交
流
等
を
行
っ
た
。

〈
６
月
15
日
〉
本
学
学
生
が
行
っ
た
倉
敷
駅
前
商
業

施
設
で
の
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
を
見
学
し
、
学
生
と

交
流
し
た
。
午
後
か
ら
は
学
生
の
引
率
で
倉
敷
美
観

地
区
を
見
学
し
た
。

〈
６
月
16
日
〉
岡
山
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
子
ど

も
向
け
の
科
学
教
室
お
よ
び
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
見

学
し
た
。
ま
た
、
同
施
設
で
行
わ
れ
た
科
学
イ
ベ
ン

ト
「
理
大
の
日
」
で
招
へ
い
者
が
本
学
学
生
と
の
協

同
で
ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
。

〈
６
月
17
日
〉
本
学
に
て
高
等
学
校
に
お
け
る
課
題

研
究
活
動
お
よ
び
大
型
科
学
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
情

報
提
供
を
受
け
た
。
午
後
か
ら
は
「
科
学
・
工
作
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
」
の
担
当
教
員
と
の
情
報
交
換
と

授
業
見
学
、
化
学
教
材
の
紹
介
と
「
基
盤
化
学
実

験
」
の
見
学
を
行
っ
た
。
ま
た
、
「
数
学
科
教
育
法

Ⅲ
」
を
見
学
し
、
担
当
教
員
か
ら
日
本
の
数
学
教
育

全
般
の
説
明
を
受
け
た
。
１
名
の
招
へ
い
者
は
情
報

系
研
究
室
を
訪
問
し
て
教
員
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

夕
方
に
修
了
式
を
行
い
、
修
了
証
を
授
与
し
た
。

■
今
後
の
展
望

招
へ
い
者
か
ら
は
、
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

を
ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
か
に
つ
い
て
多
く
の
ア
イ

デ
ア
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
」
「
岡
山
理
科
大
学
の

高
大
連
携
や
教
員
養
成
を
参
考
に
し
た
い
」
「
モ
ン

ゴ
ル
で
も
小
学
生
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
が
幅
広
い
範
囲

で
実
施
さ
れ
た
ら
理
科

教
育
の
質
が
よ
り
高
ま

る
だ
ろ
う
」
「
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
刺
激
を
受

け
た
先
生
方
と
協
力
し

て
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

を
開
催
し
た
い
」
と
い

っ
た
感
想
が
出
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
モ
ン

ゴ
ル
の
理
科
教
育
に
ア

ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

を
取
り
入
れ
る
際
に
参

考
に
な
る
情
報
を
提
供

で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

モ
ン
ゴ
ル
で
は
子
ど

も
向
け
の
科
学
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
は
稀
で
、
今

回
の
招
へ
い
者
が
科
学

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
れ

ば
大
き
な
成
果
に
な
る

で
あ
ろ
う
。
私
は
２
０

２
４
年
９
月
に
モ
ン
ゴ

ル
を
訪
問
し
、
招
へ
い

者
と
再
会
を
果
た
し
た
。

ま
た
、
新
モ
ン
ゴ
ル
学

園
で
理
科
の
授
業
を
行

う
機
会
を
い
た
だ
き
、

来
年
度
以
降
も
継
続
し

て
授
業
を
行
う
こ
と
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
新

モ
ン
ゴ
ル
工
科
大
学
の

学
生
の
本
学
で
の
研
修

に
つ
い
て
相
談
が
あ
っ

た
。今

後
、
さ
ら
に
今
回

の
送
り
出
し
機
関
と
の

相
互
交
流
が
発
展
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

「科学・工作ボランティア入門」担当教員との情報交換

岡山理科大学	恐竜学博物館の見学

本学学生と「マグデブルグの半球実験」

岡山県生涯学習センターで、招へい者による
ブース出展「モンゴルの自然と文化の紹介」




